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研究目的と利用法

番組制作の向上に技術面から貢献するために、貢献の対象となる
実際の番組を技術的に分析し新たな技術を開発する。

番組制作の自動化技術

番組制作において人手を要する部分をコンピューターに置き換え効率化をはか
ることを目的に行う研究開発。コンピューターに番組の持つ統計的性質などを学習
させるために実際の番組を用いる。

→ 音声認識による自動字幕制作、メタデータの自動抽出

番組の演出効果のための映像処理技術

実写映像とＣＧの合成技術などを開発する場合は、映像の中の特定のオブジェ
クト（対象物）を抽出する必要があるため実際の番組を用いる。

→ 野球ボールの投球軌跡の表示

番組の視聴の分析

視聴者が番組のどこに注目して見ているかなど視聴の基礎科学の研究を行うた
めに実際の番組を用いた評価試験を行う。

→ 視線による興味分析の研究
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番組制作の自動化技術

音声認識による自動字幕制作システム

音声認識

アナウンサー
の音声

確認・修正

字幕画面 データ放送

文字多重放送
デジタル放送

声のデータベース

原稿のデータベース 言語モデル

音響モデル

番組の音声を機械で自動認識して字幕として表示するシステム
ニュースなどの生番組にリアルタイムで字幕を付与
膨大な量のニュース原稿やアナウンサーの読み上げ音声を学習することで、音
声認識率を向上。
従来認識が難しかった対談・現場リポート部分の認識率を改善

くだけた口調のインタビュー部分などは、「リスピーク」（言い直し）方式で対応

番組制作の自動化技術
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番組制作の自動化技術

高品質な音声合成

ニュース原稿などのテキストから、自然で聞き取りやすい音声を生成

長時間録音したアナウンサーの音声データから「音のつながり」が自然にな
る音声の組み合わせを選んで、高品質な合成音を生成

文全体として最も音質が良くなる「音のつながり」の組み合わせを音声デー
タから高速に選択する手法を開発



番組制作の自動化技術

メタデータ制作技術

蓄積コンテンツから必要なシーンをすばやく捜し出す

シーンの内容を説明する情報（メタデータ）の自動抽出

メタデータを利用して映像資源を再利用する新しいサービス
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番組制作の自動化技術

メタデータ制作システムの一例

映像処理
スロー再生検出
シーン種別判定
カット点検出
顔画像認識
選手位置検出

音響処理

音声認識

言語処理

放送映像

検出用映像

会場音

アナウンス音声

音声認識結果

グランドシーン スローシーン

テキスト化

重要イベント発生
コーナーキック

カット点 カット点山田選手

イベント：シュート
動作主：山田選手

山田のシュート

さぁ、抜けるチャ
ンスだ。どうだ。

シュート。おっ。押され
ていた砧、先制。山田、
今日初めてのゴール
がネットをゆすりまし
た。

ここも佐野が空
けて中へ、その
まま佐野が入る。

イベント種別、
動作主判定

スポーツ番組の特定のシーンにおいて各種処理結果を統合し、メタデータを決定



番組の演出効果のための映像処理技術

映像解析技術

映像の内容をコンピューターで解析

映像の中の特定のオブジェクトを抽出し追跡する技術は様々な番組に利
用できる。

スポーツ番組に応用すれば、ボールの軌跡や選手の動きをもとにしたわ
かりやすい解説による演出効果が得られる。

6サッカーの映像を解析し、オフサイドラインを自動表示



番組の視聴の分析

映像・音響の評価や、視聴質の分析

番組の分かりやすさや視聴者の関心の客観測定を目指して

テレビ番組を見る視聴者の視線など生理反応を分析

主観評価（アンケートなど）の統計分析による映像、音響の評価
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画面に対する注視点の分布の例
（「週刊こどもニュース」を小学生２６人が見た場合の測定例）

視線のばらつきと内容の理解度
（皆の視線が集中するような場面で
説明された内容はよく憶えている）


